
様式第２号（第３条関係） 

会   議   録 

会議名称 令和５年度第２回伊達市庁舎整備検討委員会 

議  題 （１）中間答申案について 

開催日時 令和６年２月２日（金）午後４時 30 分～午後５時 10分 

場  所 伊達市役所２階会議室Ａ・Ｂ 

出 席 者 
委員：12名（欠席：２名） 

所管部課名  総務部総務課 

公  開 

非 公 開 

の   別 

☑  公 開 傍聴者の人数 ０人 

□ 非公開 非公開の理由   

【会議録】 

１ 開 会 

事務局より、委員の過半数以上の出席により会議が成立していることを報告。 

 

２ 議 事 

前回委員会の振り返り、諮問に対する中間答申案について事務局から説明を行い、本庁舎

の整備方法に対する答申は案のとおり「建替え」とすることで委員の意見が一致。 

答申理由は、委員からの意見を踏まえ、一部修正を行う。 

委員からの意見は下記のとおり。 

・建替えた後、長寿命化の観点からメンテナンスをきちんとしてほしい。 

・答申に記述するかは別として、建替えた場合、費用はどれくらいかかるのか。 

（回答）費用面は重要事項なので、今後、基本構想等を検討していく中で審議していく

ことになる。 

・答申理由で「本庁舎と第２庁舎で業務が分散しているので、分かりやすい新庁舎」とあ

るが、分散しているメリットもあるのでは。 

（回答）建替えの方針を決めた後、必要な機能や性能を検討していくことになるので、

複合ありきなこの部分の答申理由は修正する。 

 ・市所有の施設（廃校した学校など）の転用については、所有施設が老朽化しており見込

みはない。 

 

 答申書の体裁や細かい修正等は委員長に一任することで委員の了承を得た。 

 

 

 

 



 

３ その他 

  今後は委員会の答申を踏まえ、市の方針を決定していくことになるが、一般的に建物を建

設するときの流れについて、事務局より説明を行った。 

  委員からの意見は下記のとおり。 

  ・基本構想の策定について、市民からはパブリックコメントの記載しかないが、。 

（回答）記載していなかったが、説明会にするかワークショップにするか方法を検討し、

市民の意見を聞くことを考えている。 

・新庁舎のコンセプトなどは市民の意見を聞く前に市で決めるのか。 

（回答）まずは市で素案を作り、それについて議論し、意見をいただこうと考えている。 

 

今年度の委員会は、市長への中間答申の提出をもって終了し、次回は年度明けの開催を予

定している。 

 

４ 閉 会 

 

委員会閉会後、室蘭工業大学の学生による北海道内 26 市町村での庁舎の建替えに関する研

究成果の発表が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和５年度
第２回伊達市庁舎整備検討委員会
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日時：令和６年２月２日（金）16：30～
場所：伊達市役所２階会議室Ａ・Ｂ

伊達市総務部総務課



１ 前回の振り返り①
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１ 前回の振り返り②
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諮 問 書（令和５年11月28日提出）

伊達市庁舎整備検討委員会委員長 様

伊達市長 堀 井 敬 太

伊達市庁舎整備検討委員会条例第２条の規定に基づき、下記の事項を諮問いたします。

１ 諮問事項

（１）庁舎の整備方法について（建替えか改修か）

（２）市役所に求められる機能について

（３）その他、庁舎整備に関することについて
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２ 中間答申（案）について①



5

２ 中間答申（案）について②



３ これからの進め方について①

6
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【市】 【検討委員会】 【市民】

３ これからの進め方について②
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▼伊達市庁舎建設基本構想 項目（案）

３ これからの進め方について③


